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パフォーマンス

5 / 18（水）ー 6 / 04（土）        PM 12 ー 7（最終日～PM 5）        日・月・火曜 休廊

542-0012 大阪市中央区谷町6-4-40
www.plus1art.jp TEL 06-7712-6685

5 /28 （土）&  6/4 （土）
両日 PM 1時～

作品によるペインティング
空堀商店街
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松屋町駅

八百鮮

谷町六丁目駅

同時開催 5/18-28 PM1-7
【六根由里香 展】

谷町六丁目駅④徒歩１分
出口右手の石段を下り小路を左に

STUDIO RAKUDO

KIKUCHI Kazuaki　

1993年京都生まれ。 京都市立芸術大学大学院修了。 京都
を拠点に美術家として活動。 肉体を酷使することで稼働す
る自作の装置で美術史から引用したイメージを生産する。

子どもの頃、もの作りの日本という言葉をよく耳にして
いた。 その言葉から伝統的な職人の手業を連想してい
たが、そうではなく、それは工作機械や消費者製品など
のことを指していたようだ。どうやら戦後アメリカに習い
得た、大量生産という力が今のこの国を形作る大きな要
因の一つらしい。作ること。それ自体が一種の消費活動
とも言える今、その行為が持つ力は一見個人由来の小さ
なものに見えるかもしれない。本当にそうなのだろうか。
日々当然のように行使されるその力について、同じく「作
る」という行為を以って考えたいと思う。       菊池和晃

ピカソの「ゲルニカ」を持ち出すまでもなく、作品と時代背
景には強い関係があります。大量生産、大量消費、大量廃
棄の20世紀を経て人間社会は豊かになった代わり、21世
紀の人間は環境汚染や気候変動による災害という負の遺
産を背負うことになりました。 菊池和晃は、過大な労力に
見合わない仕事をする装置をつくり、それを用いてパフォー
マンスを行ってきました。それは、生産効率を上げて最大の
成果を得るという20世紀型の価値観に対する菊池のアン
チテーゼなのでしょう。第1コーナーに入った21世紀のい
ま、菊池は新たな境地を目指します。　　 +1art カワラギ
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